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固体酸化物形燃料電池（SOFC）は，炭化水素燃料を用いた発電装置の中で効率が最も高く，一酸化炭素を含む多様な燃料に対応できることから，次世
代の有力なエネルギー変換装置として期待されている．SOFCは作動温度が高いことから，発電後の高温排気ガスの持つ熱エネルギーを効率よく回収す

ることが，システム効率を高める上で必須である．燃料電池の排気ガスは，反応生成物である水を多く含み湿度が高いことから，この潜熱を含めて熱回収
することが求められる．特に，凝縮水が酸性となるため，高い耐腐食性を有する一方で熱伝導率の低いステンレスを用いなければならないという制限下で，
大幅なコンパクト化と低コスト化を実現する必要がある．

研究背景

実験プロセス

実験結果分析

成形実験パータン

板厚減少

振幅変化

フローチャート

亀裂と場所の関係

必要な要素：
１．薄肉
２．高い振幅

加工困難点：
１．破断しやすい
２．板がスプリングバック

斜交波状凹凸熱交換器
高い伝熱効率

温度設定 室温～300℃

ヒタ―を試験片の上に置く

コントローラーで設定温度まで加熱

ヒタ―を金型から取り出す

プレス成型を行う

パソコンでデータを取る

プレスモーションを変え

実験装置

カートリッジ
ヒーター

セラミック
ヒーター

K熱電対

内蔵K熱電対

金型

ABAQUSでのシミュレーション

Crack line 光学顕微鏡での三次元測定映像

SEMでの測定映像山部 谷部

クラックラインの板厚変化

クラックライン以外の板厚変化

中央部（周りより高温）

周り部（熱散失）

Low reduction ratio

Blue 
brittleness


